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ＡＴＭの口すぐ閉じて冬薔薇 

有野水都 

 

「ＡＴＭの口」はお金の取り出し口のことだろう。無機質な灰色から一瞬お金が覗いて、ま

た灰色に戻る。灰色→お金→灰色という視覚の移り変わりが枯れた景色のなかにぽつんと咲

く薔薇に重ねられるという、なんとも現金（！）な連想が成功している。 

 

なぜいま裸になったのかわからな 

いという瞬間だらけの毎日に幸福 

の鳥鳴く 

吉冨快斗 

 

「裸になる」とはもっともプライヴェートなところを晒すことだから、つねに慎重な判断に

基づいて行われるはずである。しかし発話者は自分が裸になる理由がわからず、しかもその

ようなことだらけであるという。錯乱にも近い、やぶれかぶれのなかで見出される「幸福」

がまばゆい（書いていて、もしかして裸になるのは発話者ではなく乳幼児だったりするのか

とも思いましたが、それだと「幸福」と近すぎるので、上記の読みで）。 

 

月に出るうさぎはハイターで殺す 

クイスケ 

 

ざんこく、かわいそう、という思いは当たり前に湧くものの、わたしたちがふだんうさぎを

愛でているのはうさぎが害獣ではないからだし、ゴキブリならばハイターをかけて殺すこと

もある。現に、農業を営む人々のあいだではうさぎが害獣と見なされることもあるようだ。

月の住人にとってのうさぎ、という新しい視点をもらった。 

 

心臓が鬼燈になるちょっと泣く 

齊藤栞 

 

ほおずきは心臓と違って筋肉でできてはおらず、全身に血を巡らせるポンプの役割も果たし

てくれないだろうから、心臓がほおずきになったら死んでしまうのでは。それでもなお生き



て動いているのは、人ではないものに変身したからだろう。失った人の身体を恋う涙が切な

い。 

 

クッキーは木の葉の形 

わたしにも 

なりたいものがあったと思う 

飛和 

 

奇妙な歌だ。クッキーは文字通り「型にはめられて」葉っぱのかたちになったのであって、

なりたくてそうなったわけではないのだから。表面的には「なりたいものになれなかった」

ことへの屈託を語っているようで、その奥では「お医者さん」や「漫画家」などと社会の役

に立つ言葉で「なりたいもの」を決めることへの異議申し立てが行われているようでもあ

る。 

 

Ｂ２から南瓜を持って３Ｆへ 

空音アオ 

 

英字1文字＋数字1文字の階数表記に着目した句。それぞれは見慣れているようで、こうし

て一つの句のなかに二つ収まっているとなにか未来的な効果が生まれる。垂直移動（簡潔に

述べられているためか、汗をかいて移動しているかんじがしない。エレベーターだとおも

う）のかぼちゃにもシュールな味わいがある。 

 

シャンデリアの 

ような腹痛抱え昼寝 

吉沢美香 

 

建物のなかで見れば壮麗でゴージャスな気分を味わえるシャンデリアも、からだのなかにあ

ったらトゲトゲしていて痛い。これは発見だ。たいていのシャンデリアは人間のお腹より大

きいので、六七六という定型のはみだし方からもその様子が伝わる。 

 

本当にひどい財テクだったね 

小薬味 

 



「にぎやかに釜飯の鶏ゑゑゑゑゑゑゑゑゑひどい戦争だった」（加藤治郎）という短歌があ

るように、「ひどい◯◯だった」という言い方には特有の深刻な、悲惨なかんじがある。

「財テク」はこの「◯◯」に入れる言葉としてぴったりに見える。そうではないか。「財務

テクノロジー」すら略して言わければいけないなんて、本当にひどい。 

 

愛の腕こんなにも長い天気雨 

池田彩乃 

 

天気雨を降らせる雨雲が「愛の腕」に重ね合わされていると読んだ。雨雲は「腕」と聞いて

イメージするものよりもはるかに長く、物質性が薄い。また、天気雨はそれほど強くはない

が、降り出すタイミングのわからない、予測のつかないものでもある。愛が広く行き渡るも

のであること以上に、愛の異形性を浮き彫りにしている。 

 

ほし型のかぶりものした店員が 

「世界にひとつだけ」って言った 

荒谷玄 

 

現実にもあり得る景だと思うけれど、このおとぎ話のような響きはなんだろう。クリスマス

商戦のサンタ帽を見ればわかるように、自発的に星の被りものをする店員はたぶんいない。

「世界にひとつだけ」も、オーダーメイドやハンドメイドというよりは売るための方便であ

るように思える。すべてがまがい物で、だからこそ美しいのだろうか。 


